
 

 

 

        

《 

岩
手
県
こ
と
ば
を
育
む
親
の
会
一
関
大
会 

》 

六
月
二
十
四
日
（
土
）
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
親
の
会

大
会
一
関
大
会
が
、
来
賓
等
含
め
三
百
名
を
超
す
参
加
者
に
よ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
行
事
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
県
親
の
会
会

長 

主
濱
友
子
、
実
行
委
員
長 

村
上
千
鶴
の
挨
拶
に
続
き
、
本
会
の
充

実
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
十
五
名
の
方
々
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
も
今
回
は
、
県
親
の
会
五
十
周
年
記
念
大
会
実
行
委
員
長 

臼
澤
弘
泰 

氏
と
大
会
長 

佐
々
木
信
孝 

氏
へ
特
別
表
彰
状
を
お
贈
り

し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
方
々
の
協
力
と
連
携
が
感
じ
ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

講
演
は
、
一
関
市
在
住
の
松
谷
俊
克
さ
ん
が
、
「
ク
ラ
ウ
ン
マ
イ
ン
ド
と
そ
の
活
動
か

ら
見
え
る
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
ク
ラ
ウ
ン
マ
イ
ン
ド
」
の
ク
ラ
ウ
ン
と
は
サ
ー
カ
ス
の
道
化
師
の
こ
と
、
ま
た
、
マ
イ

ン
ド
は
心
・
精
神
で
す
か
ら
、「
道
化
師
の
心
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
、

周
り
の
人
に
心
の
安
ら
ぎ
と
喜
び
を
与
え
る
こ
と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

松
谷
さ
ん
は
、
「
ク
ラ
ウ
ン
ろ
っ
く
」
と
し
て
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
各
地
で
様
々
な 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
大
人
が
笑
え
ば
、
子
ど
も
が
笑
う
。
あ
な
た
が
笑
え
ば
、
み
ん
な
が
笑
う
。」 

と
松
谷
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
ら
が
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
、
思 

い
や
行
動
が
相
手
に
伝
わ
り
、
そ
し
て
そ
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
れ
ば
私
た
ち
は
幸
せ
に 

な
れ
る
と
。
震
災
後
被
災
地
へ
足
繁
く
訪
れ
、
今
後
は
病
院
で
の
活
動
も
し
た
い
と
話
さ 

れ
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
た
ち
や
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に
笑
い
を
届
け
ら
れ
る
よ
う 

益
々
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

  

「
こ
れ
ま
で
の
歩
み
か
ら
、
今 

親
の
会
活
動
を
考
え
る
。
～
Ｌ
Ｄ
等
通
級
指
導
教
室

の
開
設
と
親
の
会
活
動
～
」
と
題
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
親
の
会
の

役
員
や
担
当
者
な
ど
四
名
が
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。一
関
市
は
県
内
に
先
駆
け
て
Ｌ
Ｄ

等
通
級
指
導
教
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
設
ま
で
の
道
の
り
は 

平
た
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
親
の
会
を
は
じ
め
関
係 

の
方
々
が
、
制
度
が
な
い
中
で
の
対
応
を
迫
ら
れ
、
手
さ
ぐ
り
で 

開
設
に
向
け
て
の
活
動
を
進
め
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
の 

労
苦
が
よ
み
が
え
り
涙
ぐ
ま
れ
言
葉
に
つ
ま
る
一
幕
も
あ
り
、
そ
の 

思
い
の
強
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

ま
た
、「
一
関
支
部
は
家
族
で
す
。」
と
参
会
者
に
伝
え
る
姿
に
一
関 

支
部
の
結
束
力
と
推
進
力
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

《 

県
親
の
会
総
会 

》 

一
関
大
会
に
引
き
続
き
、
今
年
度
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
岩
手
の
こ
と
ば

を
語
る
会 

会
長 

若
松
三
郎 

氏
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

事
務
局
よ
り
昨
年
度
の
活
動
経
過
報
告
・
決
算
報
告
が
あ
り
、
今
年
度
の
活
動
方
針
・
事
業

計
画
・
予
算
案
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、

新
役
員
は
次
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

会 
 

長 

主
濱 

友
子
（
再
任
） 

副 
会 

長 

岡
﨑 

清
弘
（
再
任
） 

 

林 
 

義
明
（
前
事
務
局
長
） 

 
 
 
 
 
 

小
崎 

真
崎
（
再
任
） 

  

櫻
岡 

正
久
（
再
任
） 

 

事
務
局
長 

小
原 

俊
彦
（
前
副
会
長
） 

 

会
計
監
事 
橋
本 

政
樹
（
再
任
） 

  

田
口 

好
子
（
再
任
） 

 

今
年
度
も
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
情
報
交
換
や
学
習
会
等
、
親
の

会
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な
企
画
・
運
営
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
  

親
の
会 

 
 

だ
よ
り 
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《 

幼
児
期
の
言
語
教
育
研
修
講
座 

》 
県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
（
所
）
・
こ
ど
も
園
の
先
生
や
保
健
師
、
学
校
関
係
者
を
対
象 

と
し
て
、
八
月
二
十
六
日
（
土
）
に 

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」
に 

お
い
て
、
「
幼
児
期
の
言
語
教
育
研
修
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
百
四
名
で
し 

た
。 講

演
で
は
「
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば
を
育
む
」
と
題
し
、
学
校
法
人
内
丸
学
園 

幼
保
連
携
型 

認
定
こ
ど
も
園 

盛
岡
幼
稚
園
園
長 

坂
本 

信
行 

氏
に
、
幼
稚
園
・
保
育
園
（
所
）・
こ
ど 

も
園
の
先
生
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
Ａ
で
は
、「
幼 

児
期
の
こ
と
ば
の
発
達
」
と
し
て
盛
岡
市
立
杜
陵
小
学
校 

指
導
教
諭 

森
田 

巧 

先
生
に
、 

こ
と
ば
の
発
達
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

選
択
講
座
は
、
講
座
Ｂ
「
こ
と
ば
に
関
す
る
課
題
」 

講
師 

岩 
 

手
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

研
修
指
導
主
事 
平 

浩
一
先
生
、
講 

 

座
Ｃ
「
子
ど
も
の
行
動
」
講
師 

岩
手
県
自
閉
症
協
会 

会
長 

 

熊 

本
葉
一 

先
生
、
講
座
Ｄ
「
幼
児
教
室
」
講
師 

一
関
市
教
育
委
員 

会
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
指
導
員 

佐
々
木 

奈
良
美
先
生
の
三
つ
に 

分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
簡
単
な
こ
と
ば
の
検
査
の
方
法
や
、
発 

達
障
が
い
の
子
ど
も
の
理
解
、
幼
児
期
の
心
を
育
て
る
か
か
わ
り 

 

方
等
に
つ
い
て
の
研
修
で
し
た
。 

ま
た
、
現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
事
に
つ
い
て
の
相
談
に

も
、
講
座
終
了
後
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   
 

  

  

◎
県
内
の
支
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
支
部
の
情
報
の
共

有
や
課
題
に
つ
い
て
の
交
流
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
各
支
部
の
活
性
化
に
も
役
立

つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
意
見
や
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
役
員
を
通

し
県
事
務
局
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
す
っ
ぴ
ん
の
会
「
吃
音
が
あ
る
子
と
保
護
者
の
交
流
会
」 

 
 

・
日 

時 

平
成
三
十
年
一
月
二
十
日
（
土
） 

十
時 

～ 

十
二
時 

 
 
 
 

・
会 

場 

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー 

ア
イ
ー
ナ
六
階 

世
代
間
交
流
室 

 
 

※
各
教
室
か
ら
、
案
内
が
配
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

《
全
国
難
聴
児
を
持
つ
親
の
会
代
表
者
研
修
会
・
総
会
》 

 

六
月
二
十
四
日
（
土
）
二
十
五
日
（
日
）
に
東
京
に
お
い
て
、
「
全
国
難
聴
児
を
持
つ

親
の
会
研
修
会
・
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
補
聴
器
・
人
工
内
耳
機
器
の
会
社
か
ら
新
し
い
機
器
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
講
演
会
の
講
師
は
、
岩
手
県
立
盛
岡
聴
覚
支
援
学
校 

指
導
教
諭 

永
野
哲
郎
先
生

で
し
た
。
「
合
理
的
配
慮
に
関
わ
る
状
況
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

各
県
の
保
護
者
と
の
有
意
義
な
情
報
交
換
も
で
き
ま
し
た
。 

 

         

《
全
国
こ
と
ば
を
育
む
会 

全
国
大
会 

四
国
大
会
》 

八
月
五
日
（
土
）
六
日
（
日
）
に
四
国
の
玄
関
口
、
香
川
県
に
お
い
て
、「
全
国
こ
と
ば 

を
育
む
会 

全
国
大
会
四
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
・
来
賓
と
し
て
、
文
科
省 

特

別
調
査
官 

庄
司
美
千
代 

様
、
全
国
公
立
学
校
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究
協
議
会 

会

長 

寺
崎
晶
子 

様
、
香
川
県
知
事 

浜
田
恵
造 

様
等
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
会
で
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
や
大
人
の
個
性
的
な

学
び
方
や
働
き
方
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
身
の
回
り
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ

て
自
分
ら
し
く
生
き
る
等
、
特
別
支
援
の
考
え
方
が
広
が
る
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
分
科

会
は
十
二
に
分
か
れ
、
発
達
障
が
い
が
年
齢
段
階
別
に
六
つ
あ
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
医
療
、
教
育
、
福
祉
、
就
労
の
立
場
の
方
々
が
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
支
援
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。
「
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
支
援
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

沿
う
す
ば
ら
し
い
大
会
で
し
た
。 

全
国
難
聴
児
を
持
つ
親
の
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
高
屋

敷 

光
男 

様
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
親
の
会
で
も
平

成
九
年
度
か
ら
八
年
間
事
務
局
長
と
し
て
、
続
い
て
、
参
与
・

顧
問
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
退
任
さ

れ
ま
し
た
。 

長
い
間
、
全
国
の
難
聴
児
が
学
習
・
生
活
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
た
め
、
各
地
を
駆
け
巡
り
、
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

県
親
の
会
か
ら
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 

 

 

 

高屋敷光男 様 永野哲郎 様 
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